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北極域観測計画（POLEX－NORTH）現地観測あれこれ
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　イヌヴィックかバローか

　北極域観測計画（POLEX－NORTH）の現地観測が具

体化したある日，名大水圏科学研究所の一室で，観測地

を何処にするかの会議がもたれた．当然のこととして，

北アメリカ大陸の北極圏内に限られるのだが，今日まで

私達の仲間が，何らかの形で北極圏内で観測したことの

ある場所としては，北極海の氷島丁一3を除けば，アメ

リカ・アラスカ州のバローか，カナダ・ノースウェスト

準州のイヌヴィックということになる．もちろん，これ

らの場所以外にもないことはないかもしれないが，しか

し，これまでの経験や論文等から推して，この2ケ所に

ついて議論が集中した．バローには，Naval　Arctic　Rese－

arch　Laboratory（A・R．．L．）があり，これまでも私を含

め，私達の仲間が何度か利用したことのある場所であ

り，アラスカ大学の協力も得られるかもしれないといっ

た利点がある．しかし，私の仁験からすれば，厳冬期は

風が強く，今回のような大型機器（ミリ波レーダーと

PPIレーダー）を屋外に設置しなければならない観測に

は必らずしもよい条件とはいえない．一方，イヌヴィッ

クは，1977年に私達北大グループが，カナダ寒極雪結晶

学術調査を行った場所であり，しかもInuvik　Scientinc

Resource　Center（1・S・R・・C・）は，カナダ国内外を問わ

ず，カナダの北極圏の調査研究に対するサポート機関と

してあり・その機能のよさについては先刻承知の上であ

ったし，1977年の現地観測期間中は比較的静穏な条件下

での降雪があり，更に1日2回の高層気象観測を実施し

ていることから，私はイヌヴィックを推薦した．研究代

表者の名古屋大学水圏科学研究所の樋口敬二教授，現地

観測責任者の武田喬男教授もこの案に賛成してくれてイ

ヌヴィックに決った．先の観測ではSaskatchewanRese－

arch　Counci1（S・R・C・）のMaybank博士の研究部門の

＊Katsuhiro　Kikuchi，北海道大学理学部地球物理

　学教室．

TOWN　OF　INUVIK

イヌヴィック町の町章．

バックアップを受けたが，今回は，Alberta　Research

Counci1（A・RC・）のGoyer博士の研究部門のバックア

ップを全面的に受けることができた．特に今回のように

外国でレーダー観測のために無線局を開設しなければな

らない場合には絶対的に必要なことであった．

1982年1月

　カルネの効用

　さて観測場所は決ったが，気になるのは現地無線局の

開設とレーダー等の大型機器の輸送手段である．無線局

はA・R・C・の協力が得られることで解決の見通しはたっ

たが，総計21個，3トン近い観測機器の輸送は日本国内

でさえ観測場所によっては大変な問題である．幸いアル

バータ州の午ドモントンからイヌヴィックまでの航空機

の機種が分っていたのと，貨物室のドアの大ぎさも推定

できたので，個々の荷物はそれを考慮して梱包された

が，それでも最大重量はミリ波レーダーの約750kg，最

大容積はPPIレーダー用導波管の木箱の847mm×

1，215mm×1，315mmとなった．研究観測であっても，

この種の機器が通常の手段で通関してもらうとなれば，

かなりの日数を要するであろうし1それより何よ軌せ

っかく極地用にと密封梱包した箱が，暖かいバンクーパ

ーで開梱されてしまったのでは，それから先の梱包，輸

送が危惧されるりである．これに関しても種々検討した

結果，日本商工会議所業務受託機関である国際商事仲裁

協会が行っているr物品の一時輸入のための通関手帳に

関する通関条約」にもとずくr一時輸入のための通関手

帳」，エー，ティー，エー・カルネ（A．T．A．CARNET）

の発給を受けることにした．もっともこの発給を受け
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第1図　イヌヴィックの位置．

るについては，詳細な物品リストを添付しなければなら

ず，このリストの作成には手間どったが，しかしこれも

通関時の時間的，精神的わずらわしさからみれば，こん

な便利なものはまたないのではないだろうか．

　イヌヴィック，人間の町

　イヌヴィックはどんな町なのであろうか．普通の地図

帳をみても数年前のものならほとんど地名がのっていな

いのだから，カナダエスキモーかカナダインディアンの

小さな部落ぐらいとしか考えられなかった．しかし，い

ろいろ調らべてゆく内に，また現地に行ってみて，カナ

ダ政府の大変な力の入れようにただ驚くばかりなのであ

る．イヌヴィック（lnuvik）というのは，エスキモー語

で“The　Place　of　Man”（人間の町）の意味だそうであ

るが，1789年Sir　Alexander　Mackenzieによってはじ

めて紹介されたが，しかU954年頃までは滅多に訪れる

人はなかったらしい．カナダ政府はここを開発や行政の

基地としてばかりでなく，教育，医療を含めたあらゆる

便宜を，ここWestem　Arcticの人々に与えるための中

心として，1955年から1961年にかけて北極圏で初のもっ

ともモダーンな人工的な町として作りあげたのである．

　ここイヌヴィックは68。22／N，133。42／Wに位置して

おり，空路アラスカのフェアバンクスから450miles，

ノースウェスト準州の州都であるイエローナイフから

675miles，アルバータ州の州都エドモントンから1，20Q

milesあり，国際航空路では丁度，ニューヨークと東京，

ロスアンゼルスとモスコー，ホノルルとロンドンの中間

になるという．人口3，500人，今では4，000人に近く，そ

の内の30％がエスキモー，10％がインディアンで，残り

の60％がいわゆるホワイトであるが，アメリカは勿論，
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第2図　イヌヴィック町のスケッチ（1．S．R．C．はResearchLab．と書いてある矢印の建物）．
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灘 聴

写真1　イヌヴィック高層気象観測所（地上気象観

　　　　測はここから数km離れた空港で行われて
　　　　いる）．

難
．、譲

写真2　ラジオゾンデのデーターをプ・ットする女

　　　　子職員（右側）．

難

写真3　Lake　Viewアパート（土台に注意）．

撫

灘鑛難鰍

写真4　ユーティリドールの本管（右側）とアパー
　　　　トに継がる枝管（中央部）．

フランス，イタリヤ，ギリシャ，ユーゴスラビアから香

港にいたるまで，僅か3，500人の内訳はまさに国際都市

であったが，日本人居住者は居なかった．エスキモーと

インディアンとホワイトが仲良く住んでいる町，イヌヴ

ィックのマーク，それはエスキモーのイグルー（lgloo）

とイソディアンのティーピー（Tepee）とホワイトの家

がたくみに調和されたものであった（カット参照）．

　高床式住居とユーティリドール

　短い暖かい夏，そして長い寒い冬に代表される北極

圏，そしてまさに森林限界に位置するイヌヴィックの7

月の平均気温は18・3。Cで，最高気温は31．7。C　とい

う記録もあるが，一方，最低気温は一56．7◎Cを記録し

ているのである．年間降水量は11inches，平均降雪量

は68inchesである．冬のイヌヴィックは風は弱いが低

温で，非常に乾燥しており，とても住み易いとはいえな

いが，しかし，暖房および電力の供給は十分で（観測期

間中はしばしば停電があったが），町の中心部はユーテ

1982年1月

イリドール（Ut量lidor）といわれる断熱材に包まれ，そ

の上をさらに金属で覆われた幾条ものパイプが小さな橋

桁で支えられてくまなく走り，厳冬期でも給排水が完全

に行われているのにはまったく驚ろかされた．町には小

さな木橋が多かったが，そのいずれもがユーティリドー

ルをまたぐためのものであり，またところによってはユ

ーティリドールが高架になっているところもあった．

　外気温が一30。Cでも　一40。Cでも家中暖かく，彼

等の多くは丸首半袖に半袖の開襟シャツ，または長袖の

カッターシャツというのが一般的服装で，外出時には，．

その上にパーカ（フードのついた防寒コート，内側毛皮

張）か，最近はやりのキルティングヤッケをはおるだけ

の軽装には驚ろかされたものだった．かなりの低温で

も，ちょっとした外出にはフードを用いる人は少なく，

よそ者か新参者が寒がっているようであった．

　永久凍土の上に建てた家の中が隅々までポカポカとあ

れば，当然いつかは床下の凍土を融かしかねないことに

なるが，その辺の配慮はしてあって，住宅は高床式であ
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　　鞭
1　識

写真5　1gloo　Churchと呼ばれている教会（左側
　　　　カミダウンタウン）．

写真6

．…翻

TheBayと呼ばれているスーパーマーヶット
（パンクーバー製インスタントラーメンナサ

ッポ・一番の売行きは良好のようであった）．

妻

写真7　Sir　Alexander　Mackenzie　Schoo1（昼近く

　　　　の朝日と夕日が地平線すれすれに顔を出
　　　　し，正面玄関を照らしている）．

写真8 マッケンジー小学校の子供達（胸の三角布

は定期券の役目）．

り，例えばLake　Viewアパー・トは直径20～30cm，高

さ数mの丸太を土台として，床下の通風を考慮している

のであった．

　The　Bayの代名詞で呼ばれるスーパーマーケットの

The　Hudson　Bay　Companyは6ケ所のレジを持つ立派

なもので，人参から鉄砲，スノーモービルも扱ってい

た．3軒のホテルはいずれもバー，レストランを兼ねそ

なえ，映画館，図書館，屋内カーリングおよびアイスホ

ッヶ一場，ベーカリー，ドライクリーニングに美容院と

全てのものが揃っており，テレビで本場のアイスホッケ

ーが観れるなど思いもよらなかった・生徒数650名のSir

Alexander　Mackenzie小学校，350名のSamuel　Heame

中学校，そして100ベッドを有する病院とくれば，お医

者様捜しにやっきとならなければならないどこかの国が

不思議に思われてくるのである．着陸に胸をなで下した

空港が6，000丘の滑走路を持つ国際空港で1日数便の定

期便があり，地図上の陸の孤島も，イヌヴィックに関し

104

ては物価の高いことを除けば，全てが整っているとこ

ろ，または長距離電話一本で整えることのできる町なの

である．

　1．S．R．C．

　私達が現地でお世話になったLS．R・C・は数年前まで

は、Inuvik　Research　Laboratory（LR．L）と呼ばれて

いたのだが，その1．R．L．のパソフレットによって，

1．S．R．C．の目的，運営，位置，設備等に関する一部を紹

介すると次のようである．

　目的：1．S．R．C．は西部カナダ北極圏における研究や技

術的なプ・グラムをサポートするために必要な種々の便

宜を提供する機関であり，また研究に必要不可欠な基地

を維持し，また研究するために十分整った設備，便宜を

提供することにより，大学，政府機関および産業の面か

らの北極研究をサポートすることにあります．

　運営：LS．RC．はインディアンおよび北方業務省によ

、天気”29．L
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写真9　1．S．R．．C．本館．

って運営されており，全ての研究者が利用できるように

開放されています．具体的には設営に関する協力，研究

に必要なスペース，技術提供および各種の道具等が研究

者に対して提供されます．

　位置：LS．R・C・は川港，空港，および周辺環境に対し

て十分機能し得るイヌヴィック町の中心部に位置してい

ます．イヌヴィック町は北極海の南60milesのマッケ

ンジーデルタの東端，北極圏の北125milesにあり，こ

の位置は全ての研究に対して，広く，しかもあらゆる研

究の可能性を提供しています．またイヌヴィックは森林

限界にあり，カナダエスキモーとカナダインディアンの

居住地域でもあります．イヌヴィックの西側はリチャー

ドソン山脈で，東側は先カンブリア紀楯状地の不毛の地

が続いています．北極海は北にあり，マッケンジー谷は

南にひろがり，1．S．R．．C．は数多くの湖や河川に囲まれて

います．

　設備：1．S。R．C．の建物は2階建で，いくつかの研究

室，暗室，図書室，事務室およびゼミナール室からなっ

ており，研究者が使用するためのキャンプ用装備および

野外キャンプ設備が用意されており，一時使用に供する

宿舎もあります．

　このように1・S・R・C・は主として野外での調査研究を

全面的にサポートする機関なのです．

　天の恵み，人の和

　1977年に滞在した時は宿泊施設として，1．S．R，C．裏手

のRed　Houseを借りることができた．赤茶けたペンキ

の色からこの木造住宅をこう呼んでいるのだが，この

RedHouseには14畳程の居間と6畳1間，2畳の個室

2間と3畳のキッチンがあり，一応の住宅の観を呈して

いたが，キッチンは冬期使用不可で，その上トイレ，シ

ャワー等の設備はなかった．直ぐ傍を例のユーティリド

1982年1月

写真10　1．S．RC．裏手の

　　　　ス．
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第3図 Page型トレーラーハウスの間取り（玄関，

階段部はとりっけ部分）．

一ルが走っていたが，ここはあくまでも夏期の短期滞在

者や予備の施設として使用しているようであった．折た

たみ式の簡易ベッドにマットを敷き，全員が寝袋の生活

をしたが，居間の灯油ヒーターとキッチンのストーブを

24時間フル運転しているので，外気温一40。Cでも寝袋

1個で十分睡眠をとることがでぎたが，やはり，トイレ

が身近にないのは当然ながら不便だった．50m程離れ

た1．S．R．C．のトイレを利用するために，観測時と同じ

ように完全武装の防寒服，防寒靴に身を固め，研究所裏

口の鍵を持って出かけるのであった．夜中のトイレのた

めに，日中と同じ完全武装はやはり面倒なので，下着の

上に防寒服を着，防寒靴で走るのであるが，往復はやは

り冷えるのであろう．1度往復すると必らず2度，時に

は3度往復しなければならないこともあり，これにはウ

ンザリした．もっともこの往復時に夜空を彩どるオー・

ラを見つけ，カメラに収めるといった余禄もあったが，

それも1，2度だけであった．

　夜中といわず，一40。Cであっても，そんな状態での

雪の結晶を観るために来たのであるから，雪さえ降れば

観測しているわれわれを，オペレーション・マネージャ
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写真11　LS．R．C．本館屋上に設置中のPPIレーダ

　　　　ーのアンテナ．

一のOstrick氏は観測のぎつさを感じていたらしく，こ

の次に来る時はトレーラーハウスを都合つけるので，是

非近い内にもう一度来るようにといってくれたのだった

が，僅か2年後にPOLEX－NOR．THの現地観測でここ

に来ようとは思いもよらなかった．

　1979年11月14日夕刻エドモントン到着，15日は，

A・R・C・でGoyer博士等スタッフと打合せを行い，16

日2年振りでイヌヴィックでOstrick氏等と再会できた

のである・約束通り，Ostrick氏は名大グループにSquire

型，北大グループにPage型のトレーラーハウスを提供

してくれたのである．トレーラーハウスはまったく快適

だった．暖房はセントラルヒーティング方式をとってお

り，22◎Cにセットしたサーモスタットで温風が床下か

ら部屋の隅々まで温めてくれ，四つ目の電気レソジに温

水器，大型冷蔵庫，洗濯器に乾燥器まで完備しており，

長時間にわたる厳寒時の屋外の観測もまったく苦になら

ない程で，8畳程の居間，6畳のキッチン，3畳2間，

6畳1間にバス・トイレ付で大人5人での自炊生活にも

楽々だった．ベッドは全部で7台あった．センサーを除

いた観測器械，記録計一斉を居間におき，70Aの容量

いっばいの電力をわれわれはフルに使わせてもらったの

ではな：いだろうか．

　カルネのお蔭か，バンクーパーでの大型機器の通関は

スムーズに行われ，エドモントンに届いていながら，し

ばらく現地には到着しなかった．この間，日本通運ト・

ント支店はともかく，札幌支店への電話連絡も僅か数分

でつながり，観測器械の到着を待った．．クリスマス前

のただでさえ輸送の繁忙期に加えて，大型機器というこ

ともあって現地到着が遅れたようであった．しかし，こ

の問，雪はほとんど降らず，われわれのイライラはそれ

程でもなく，かえって寒冷馴化のためにはよかったよう
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写真12撤収中のミリ波レーダーのアンテナ．

であった．

　観測機器のセット期間中は非常に暖かく，屋外作業は

申し分なかった．本観測が始まってからは，地上気温は

一10。Cから一40。Cまで変わり，北極海をその起源と

する降雪，また温暖多湿の北太平洋を起源とする降雪

等，また対流性，層状性の雲からの降雪と，われわれが

想傑していたような広い温度範囲，多様な降雪機構，多

種にわたる雪の結晶形と盛り沢山のデーターを得ること

ができた．観測終了時には，また暖気が入り，徹収もス

ムーズに行われたことは正に天の恵みと言わざるを得な

い．名大，北大グループ，それに沖電気，日本無線の技

術者とも持ちつ持たれつで，観測期間中ハワイヘwinter

vacationに行ったOstrick氏から，Lewis氏やMcRaig

氏への引継ぎも完壁で，存分に観測ができたのは人の和

のなせるわざであろう．

さいごに

今回のPOLEX－NORTHの観測結果は既に1981年3

、天気”29．1．
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　　　　　M・nthlyActivityRep・rt・lnwikScienti6cRes・urceCenter・F・rtheM・nth・fDec．1979

　　cURRENT　SCIENTIFIC　PRqJEcT　suPPORTED：
　　　　　PROJECT　TITLE　　　　　　　　　　　　　　AGENCY　　　　　　　　　　　SCIENTIFIC　PERSONNEL

・c・smicRayM・nit・r　　　Nati・nalscience＆EngineeringResearch　J・hnst・n，J．D．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Council

o1979Auroral　Program　　　　　　　Geophysical　Institute　　　　　　　　　　　　　Delana，B．

・Humm・ckstudy　　　　university・fBritishC・lumbia／lnuvik　　Mackay，J．R．，CenterSta仔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Scientific　Resource　Center

・lnvestigati・n・fMechanical　　Nati・nalScience＆EngineeringResearch　Ladanyi，B．

　Properties　of　Permaffost　　　　　　Council／Ecole　Polytechnique

・CharacteristicsandDistributi・n　LandRes・皿ceResearchInst．，Agriculture　Tam・cai，C．

　of　Soil　Temperature　Regimes　in　　Canada

　the　Inuvik　Area

oStrain　Measurements　in　Sea　Ice　Inuvik　ScientiGc　Resource　Center／PCSP，　Cooper，P．F．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DEMR

o　Chemical　Analysis　of　Environ－　CANMAR．一Arctic　Laboratories　Inc．　　　　　Green　D．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　mental　Samples

oHydrology　studies－Mackenzie　　　Environment　canada／DIAND／PcsP，　　　　Anderson，J．

Delta　Region　　　　　　　　　　DEMR

O　Imvialuit　Development　　　　　coPE，Inuvialuit　Development　corp．　　　Matson，J．，olesh，G．

oThe　Socialization　of　a　Northem　　DIAND　　　　　　　　　　　　　　　　　Miller，G．

　Athapaskan　Hunter

OProblems　of　Dependency　in　a　University　of　British　Columbia，DIAND　　　McDonnell，S．

　Northem　Native　Community：

　Socio－Economic　Activity　in　Pa－

　ulatuk，N．W．T．

o　Snowpack　Chemistry　　　　　　　　Environment　Canada，Atmospberic　　　　　　Barrie，L．A．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Environment　Service

O　Cloud　Physics　Research　　　　　　　Alberta　Research　Council，Nagoya　　　　　　　Takeda，T．，Kato，K．，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　university，Hokkaido　university，Japan　　　　F両iyoshi，Y．，Kikuchi，K．，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ministry　of　Education　　　　　　　　　　　StanleyJones，M．，Cardina1，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．

oGeomorphic　Processes・westem　　university　of　British　columbia／Geological　Mackay，J．R．，R．adke，」．

　Arctic　Coast　　　　　　　　　　　　　Survey　of　Canada／National　Science＆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engineering　Research　Council

o　Loucheux　Linguistics　　　　　　　　Yukon　Native　Languages　Prqject，council　　Ritter，J．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fbr　Yukon　Indians　and　Yukon　Dept，of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Education
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月　“Observations　of　Clouds　and　Precipitation　in　the

Arctic　Canada”として，POLEX研究連絡会から出版

されているのでここでは特に触れなかった．このような

観測結果を速やかに印刷公表できたのも関係各方面の御

援助の賜であり，特に現地観測にあたっては，1．S．R．．C．

のScientist－in－ChargeのC．P．Lcwis，Operation　Ma－

nagerのJD．Ostrick，M．MclRaigの各氏，またA・R・c・

のG．G．Goyer博士，M．stanleyJones，G．cardinal

氏等の御協力は忘れることができません。記して感謝の

意を表します．

　尚1・S・RC・が1979年12月にサポートしたプ・ジェク

トは以下のようなものであった．非常に多岐にわたって

いることがわかるであろう．

昭和57年度目本気象学会賞および藤原賞受賞候補者の推薦募集

日本気象学会賞

　日本気象学会賞候補者推薦委員会は，学会賞受賞者選

定規定に基づいて，候補者を理事会に推薦します．

　つきましては，参考資料として，ひろく会員からの推

薦を募ります．最近5年間の、気象集誌”，その他の学

術雑誌に貴重な研究を発表された方を，つぎの要領によ

ってご推薦下さい．用紙は，なるべくB5判横書きを希

望します．

　締切昭和57年2月末日
送り先〒100東京都千代田区大手町1－3－4気象庁内

　　　　　日本気象学会賞候補者推薦委員会

　記入事項　1．推薦する業績　2・受賞候補者氏名（ふ

りがな付）3．候補者の勤務先4・推薦する理由5・推

薦者氏名印　6．推薦者の勤務先　7・推薦者の連絡先

　なお，昭和56年度までの学会賞受賞者はつぎのとおり

です．

井上　栄一（29），小倉

村上多喜雄（30），沢田

佐々木嘉和（31），平尾

須田　　建（32），朝倉

義光（29），黒岩

龍吉（31），都田

邦雄（32），田尾

　正（32），礒野

山元竜三郎（33），北川信一郎（34），小林

増田

小林

柳井

樋口

浅井

松野

大山

菊地

廣田

瓜生

森山
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善信（34），伊藤

禎作（35），笠原

辿雄（37），荒川

敬二（40），立平

冨雄（43），松本

太郎（45），三崎

勝道（47），山岬

勝弘（49），栗原

　勇（51），近藤

道也（53），横山

　茂（56），浅野

大助（30），

菊郎（31），

一彦（32），

謙治（33），

正治（34），

宏（34），毛利圭太郎（35），

　彰（36），駒林

昭夫（38），竹内

良三（41），高橋

誠一（44），二宮

方郎（45），光田

正紀（47），武田

宜夫（50），田中

純正（51），菊池

長之（54），新田

正二（56）．

　誠（36），

清秀（39），

　勘（42），

洗三（44），

　寧（46），

喬男（48），

正之（50），

幸雄（52），

　勅（55），

　日本気象学会賞候補者推薦委員会

　松本誠一（留任），　田中正之（留任），朝倉　正（留

任），松野太郎（留任），樋口敬二（新任）

藤原賞

　藤原賞は，故藤原咲平博士の偉大な功績を記念し，気

象学に関する調査，研究，総合報告，著述等により，日

本の気象学および気象技術の向上に寄与した方を顕彰し

ようとするものです．

　藤原賞候補者推薦委員会は，藤原賞受賞者選定規定に

基づいて，受賞候補者を理事会に推薦します．つきまし

ては，ひろく会員からのご推薦を募ります．つぎの要領

にてご推薦をいただければ幸いです．用紙は，なるべく

B5判横書きを希望します．

　締切昭和57年2月末日
　送り先〒100東京都千代田区大手町1－34気象庁内

　　　　　目本気象学会藤原賞候補者推薦委員会

　記入事項　1．推薦する業績　2．受賞候補者氏名（ふ

りがな付）3．候補者の勤務先4．推薦する理由5．推

薦者氏名印　6．推薦者の勤務先　7．推薦者の連絡先

　なお，昭和55年までの藤原賞受賞者は，つぎのとおり

です．

　斎藤　錬一（38），宮崎　正衛（39），宇野木早苗（39），

　上野　武夫（39），山本　義一（40），真鍋　淑郎（41），

　孫野　長治（42），坂上　治郎（43），高橋浩一郎（44），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秀俊（47），福田喜代志（45），福井英一郎（46），荒川

畠山　久尚（48），三宅　泰雄（49），斎藤

和田　英夫（51），吉野　正敏（52），片山

　山本　武夫（54），小倉　義光（55），籾山

日本気象学会藤原賞候補者推薦委員会

直輔（50），

　昭（53），

政子（56）．

松本誠一（留任），吉野正敏（留任），斉藤直輔（留任），

清水逸郎（留任），片山　昭（新任）．

、天気”29．1．


